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(57)【要約】
【課題】撮影対象の顔エリアを自由に選択でき、また人
物のポスターや銅像などの固定物を撮影対象の顔エリア
から排除でき、撮影者の意図した撮影が可能なデジタル
カメラおよび撮影方法を提供。
【解決手段】シャッタを半押下時に撮影対象を事前準備
画像として撮影し、事前準備画像における人物の顔を顔
エリアとして特定し、直近および1つ前の事前準備画像
における対応する顔エリアを比較する。両者の実質的な
差分がない場合は固定物と判定し、この顔エリアを、特
定された顔エリアより排除し、残りを選択された顔エリ
アとする。この選択された顔エリアを基に最適な露光値
および焦点値を算出する。シャッタ全押下時には、この
最適露光・焦点算出値で合焦させて露光を行い、その撮
影対象を本撮影画像として撮影する。タッチペンやカー
ソル、音声認識などにより撮影対象の顔エリアを自由に
選択できる。
【選択図】図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写界を撮像して該被写界を表す画像信号を生成する撮像手段と、半押下により事前準
備画像の撮影を指示し、全押下時に本撮影画像の撮影を指示するシャッタ操作手段とを含
むデジタルカメラにおいて、該カメラは、
　前記撮像手段を制御し、前記シャッタ操作手段の半押下時に前記撮像手段によって被写
界を撮像して事前準備画像データを取り込み、前記シャッタ操作手段の全押下時に該被写
界を撮像して本撮影画像データを取り込む制御手段と、
　前記事前準備画像データおよび本撮影画像データを保持する画像データ保持手段と、
　前記保持された事前準備画像において人物の顔に相当する絵柄を認識して、顔エリアと
して特定し、該顔エリア毎に顔エリア識別データを付与する顔エリア認識手段と、
　事前準備画像のうち現時点に直近の時点での事前準備画像における顔エリアと一つ前の
時点での事前準備画像における対応する顔エリアとを比較し、両者の差分を算出する差分
算出手段と、
　前記差分が実質的にゼロの場合は、当該顔エリアは固定物であると判定して顔エリアの
選択から除外する顔エリア選択手段と、
　前記直近時点での事前準備画像を可視表示し、該事前準備画像における前記選択された
顔エリアを強調表示する表示手段とを含み、
　これによって前記制御手段は、前記シャッタ操作手段の全押下時に、前記選択された顔
エリアを基に最適な露光値および最適な焦点値で前記撮像手段に前記被写界の本撮影を指
示することを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項２】
　請求項1に記載のデジタルカメラにおいて、前記顔エリア選択手段は、事前準備画像の
顔エリア毎に所定の初期値が自然数Nである固定物判定値Qを有し、前記差分が実質的にゼ
ロの場合は該判定値Qに-1を加算し、実質的にゼロ以外の場合は該判定値Qに+1を加算する
加算処理を行い、該加算処理を少なくともN周期にわたり行い、前記判定値Qがゼロになる
と当該顔エリアは固定物であると判定して顔エリアの選択から除外することを特徴とする
デジタルカメラ。
【請求項３】
　請求項1または2に記載のデジタルカメラにおいて、該カメラはさらに、
　前記被写界へ向けて発光する発光手段を有し、
　該カメラが発光モードに設定されている場合、前記制御手段は、半押下時に前記発光手
段によって発光を行い、前記撮像手段によって該発光と同期して撮影対象を事前準備画像
として撮影し、
　前記顔エリア選択手段は、前記発光と同期した事前準備画像およびその前の事前準備画
像について前記差分が実質的にゼロの顔エリアを固定物であると判定して顔エリアの選択
から除外することを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項４】
　請求項3に記載のデジタルカメラにおいて、前記差分算出手段は、前記発光と同期した
事前準備画像およびその前の事前準備画像について目の近傍の差分が所定の設定値より大
きい顔エリアは前記発光が眼鏡で反射したものと判断し、全押下時に前記発光手段を駆動
しないことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項５】
　請求項1に記載のデジタルカメラにおいて、前記カメラはさらに、
　前記表示手段に表示される画面上の画像にタッチペンで接触することにより該画像にお
ける領域を特定するデータを出力するタッチペン手段を有し、
　前記制御手段は、前記表示手段に強調表示された顔エリアがタッチペンで接触されると
、該接触された顔エリアを前記顔エリアの選択から除外することを特徴とするデジタルカ
メラ。
【請求項６】
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　請求項1に記載のデジタルカメラにおいて、前記カメラはさらに、
　前記表示手段に表示される画面上の画像においてカーソルにより指示することにより該
画像における領域を特定するカーソルデータを出力するカーソル手段を有し、
　前記制御手段は、前記表示手段に強調表示がされた顔エリアが前記カーソル手段で指示
されると、前記指示された顔エリアを前記顔エリアの選択から除外することを特徴とする
デジタルカメラ。
【請求項７】
　請求項1に記載のデジタルカメラにおいて、前記カメラはさらに、
　前記表示手段に表示される画面上の画像にタッチペンで接触することにより該画像にお
ける領域を特定するデータを出力するタッチペン手段を有し、
　前記制御手段は、前記表示手段に強調表示された顔エリアがタッチペンで接触されると
、該接触された顔エリアを、選択された顔エリアとすることを特徴とするデジタルカメラ
。
【請求項８】
　請求項1に記載のデジタルカメラにおいて、前記カメラはさらに、
　前記表示手段に表示される画面上の画像においてカーソルにより指示することにより該
画像における領域を特定するデータを出力するカーソル手段を有し、
　前記制御手段は、前記表示手段に強調表示された顔エリアが前記カーソル手段でしじさ
れると、該指示された顔エリアを、選択された顔エリアとすることを特徴とするデジタル
カメラ。
【請求項９】
　請求項1に記載のデジタルカメラにおいて、前記カメラはさらに、最高認識人数Mを有し
、
　前記顔エリア認識手段は、前記最高認識人数M以内の数である最大認識人数Pが可変的に
設定可能であり、前記顔エリアの選択は該最大認識人数P以内で行われることを特徴とす
るデジタルカメラ。
【請求項１０】
　請求項1に記載のデジタルカメラにおいて、前記カメラはさらに、
　操作者の音声を受信して音声認識し、音声認識データを出力する音声認識手段を有し、
　前記顔エリア認識手段は、前記特定された顔エリアに顔エリア識別データを付与し、
　前記表示手段は、該特定された顔エリアを該エリア識別データとともに表示し、
　前記顔エリア選択手段は、前記音声認識データに含まれている顔エリア識別データに対
応する顔エリアを、選択された顔エリアとして選択し、
　これによって操作者は、前記表示された顔エリアの顔エリア識別データを読み上げるこ
とにより、該読み上げた顔エリアが、前記選択された顔エリアとすることを特徴とするデ
ジタルカメラ。
【請求項１１】
　請求項5に記載のデジタルカメラにおいて、
　前記表示手段は、表示画面が複数の区分領域に区分され、
　前記顔エリア認識手段は、前記特定された顔エリアが前記区分領域のいずれに存在する
かを示す区分領域識別データを前記特定された顔エリアに付与し、
　前記タッチペン手段は、タッチペンで接触された区分領域の識別データを生成し、
　前記顔エリア認識手段は、該区分領域識別データに対応する顔エリアを、選択された顔
エリアとして選択し、
　これによって操作者は、前記表示画面に表示された区分領域をタッチペンで接触するこ
とにより、該接触された区分領域内に存在する顔エリアを選択された顔エリアとすること
を特徴とするデジタルカメラ。
【請求項１２】
　請求項6に記載のデジタルカメラにおいて、
　前記表示手段は、表示画面が複数の区分領域に区分され、
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　前記顔エリア認識手段は、前記特定された顔エリアが前記区分領域のいずれに存在する
かを示す区分領域識別データを前記特定された顔エリアに付与し、
　前記カーソル手段は、前記カーソルデータの指示する区分領域識別データを生成し、
　前記顔エリア認識手段は、該区分領域識別データに対応する顔エリアを、選択された顔
エリアとして選択し、
　これによって操作者は、前記表示画面に表示された区分領域内をカーソルで指示するこ
とにより、該指示された区分領域内に存在する顔エリアを選択された顔エリアとすること
を特徴とするデジタルカメラ。
【請求項１３】
　請求項10に記載のデジタルカメラにおいて、
　前記表示手段は、表示画面が複数の区分領域に区分され、
　前記顔エリア認識手段は、前記特定された顔エリアが前記区分領域のいずれに存在する
かを示す区分領域識別データを前記特定された顔エリアに付与し、
　前記前記音声認識手段は、前記音声認識データに含まれる区分領域識別データに対応す
る顔エリアを、選択された顔エリアとして選択し、
　これによって操作者は、前記表示画面に表示された区分領域識別データを読み上げるこ
とにより、該読み上げられた区分領域内に存在する顔エリアを、選択された顔エリアとす
ることを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項１４】
　被写界を撮像して該被写界を表す画像信号を生成する撮像手段と、半押下により事前準
備画像の撮影を指示し、全押下時に本撮影画像の撮影を指示するシャッタ操作手段とを有
するデジタルカメラの撮影方法において、該方法は、
　シャッタの半押下により事前準備画像の撮影を指示する第1の工程と、
　撮影の指示に基づき撮影対象を事前準備画像として撮影し、事前準備画像データを生成
する第2の工程と、
　前記生成された事前準備画像データを保持する第3の工程と、
　前記保持された事前準備画像データにおいて人物の顔を認識して顔エリアとして特定し
、該顔エリア毎に顔エリア識別データを付与する第4の工程と、
　現時点に直近の時点での事前準備画像を可視表示する第5の工程と、
　事前準備画像のうち直近時点での事前準備画像における顔エリアと一つ前の時点での事
前準備画像における対応する顔エリアと比較し、両者の差分を算出する第6の工程と、
　前記差分が実質的にゼロの場合、当該顔エリアは固定物であると判定して顔エリアの選
択から除外し、前記差分がゼロでない場合は、前記特定された顔エリアを選択された顔エ
リアとする第7の工程と、
　前記表示された直近の事前準備画像において前記選択された顔エリアを強調表示する第
8の工程と、
　前記選択された顔エリアを基に最適な露光値および最適な合焦値を算出する第9の工程
と、
　前記シャッタ操作手段の全押下時に前記最適な露光値および最適な合焦値で前記被写界
を本撮影する第10の工程とを含むことを特徴とするデジタルカメラの撮影方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラ、とくに画像データから操作者にとって意図した顔エリアの
選択を行う機能を有するデジタルカメラおよび撮影方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、人物を被写体として撮影する場合、デジタルカメラは、レンズを被写体に向け
た時、被写体を撮影準備画像として撮影し、この撮影準備画像から顔エリアを検出し、こ
れを基に撮影条件を決定して、本番撮影を行う。これらについては従来、さまざまな技術
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が開示されている。例えば、特開2005-156967号公報（特許文献１）には、撮影準備画像
から顔エリアを検出し、これらのエリアから撮影モードに応じた数の顔エリアを選択し、
選択した顔エリアを利用して撮影条件を決定し、その撮影条件で撮影を行うデジタルカメ
ラが開示されている。
【特許文献１】特開2005-156967号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、このような従来の方法では、撮影モードに応じた顔エリアの数は固定的であり
、例えば、人物モードであればすべての顔エリアを選択してしまう。そのため、本来、撮
影の対象でない人物の顔エリアをも選択対象として選択され、これを基に露光などの撮影
条件が決定されるので、操作者にとって意図しない条件で撮影されてしまうという問題が
あった。また、検出精度によっては、人物のポスターや銅像などの人物様被写体も撮影対
象の顔エリアとして検出してしまう。そのため、それらを含めて撮影条件が決定されるの
で、やはり操作者にとって意図しない条件で撮影されてしまうことがあった。
【０００４】
　本発明は、このような課題に鑑み、撮影対象の顔エリアを自由に選択でき、また、人物
のポスターや銅像などの人物様固定物を撮影対象の顔エリアから排除でき、操作者にとっ
て意図した撮影を可能としたデジタルカメラおよび撮影方法を提供することを目的とする
。
【０００５】
　また、撮影対象の人物であっても一定時間表情の変わらない場合や、目の瞬きなどがな
い場合においても、撮影対象の顔エリアから排除でき、操作者にとって意図した撮影を可
能としたデジタルカメラおよび撮影方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、シャッタを半押下時に撮影対象を事前準備画像として撮影し、この事
前準備画像の人物の顔をそれぞれ顔エリアとして特定し、直近および1つ前の事前準備画
像のそれぞれの顔エリアを比較し、実質的に差がない場合は固定物と判定し、この顔エリ
アを特定された顔エリアより排除してこれを選択された顔エリアとし、この選択された顔
エリアを基に最適な露光値および合焦値を算出し、シャッタ全押下時にこの最適露光・焦
点算出値に基づき撮影対象を本撮影画像として撮影する。また、タッチペン手段やカーソ
ル手段や音声認識手段により撮影対象の顔エリアを自由に選択できる。
【０００７】
　本発明によれば、被写界を撮像してその被写界を表す画像信号を生成する撮像手段と、
半押下により事前準備画像の撮影を指示し、全押下時に本撮影画像の撮影を指示するシャ
ッタ操作手段とを含むデジタルカメラは、撮像手段を制御し、シャッタ操作手段の半押下
時に撮像手段によって被写界を撮像して事前準備画像データを取り込み、シャッタ操作手
段の全押下時に被写界を撮像して本撮影画像データを取り込む制御手段と、事前準備画像
データおよび本撮影画像データを保持する画像データ保持手段と、保持された事前準備画
像において人物の顔に相当する絵柄を認識して、顔エリアとして特定し、顔エリア毎に顔
エリア識別データを付与する顔エリア認識手段と、事前準備画像のうち現時点に直近の時
点での事前準備画像における顔エリアと一つ前の時点での事前準備画像における対応する
顔エリアとを比較し、両者の差分を算出する差分算出手段と、差分が実質的にゼロの場合
は、当該顔エリアは固定物であると判定して顔エリアの選択から除外する顔エリア選択手
段とを含み、直近時点での事前準備画像を可視表示し、事前準備画像における選択された
顔エリアを強調表示する表示手段とを含み、これによって制御手段は、シャッタ操作手段
の全押下時に、選択された顔エリアを基に最適な露光値および最適な焦点値で撮像手段に
被写界の本撮影を指示する。
【０００８】
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　本発明によれば、顔エリア選択手段は、事前準備画像の顔エリア毎に所定の初期値が自
然数Nである固定物判定値Qを有し、前記差分が実質的にゼロの場合は判定値Qに-1を加算
し、実質的にゼロ以外の場合は判定値Qに+1を加算する加算処理を行い、加算処理を少な
くともN周期にわたり行い、判定値Qがゼロになると当該顔エリアは固定物であると判定し
て顔エリアの選択から除外するようにしてもよい。
【０００９】
　本発明によればまた、デジタルカメラはさらに、被写界へ向けて発光する発光手段を有
し、カメラが発光モードに設定されている場合、制御手段は、半押下時に発光手段によっ
て発光を行い、撮像手段によって発光と同期して撮影対象を事前準備画像として撮影し、
顔エリア選択手段は、この発光と同期した事前準備画像およびその前の事前準備画像につ
いて前記差分が実質的にゼロの顔エリアを固定物であると判定して顔エリアの選択から除
外するようにしてもよい。
【００１０】
　本発明によればまた、差分算出手段は、発光と同期した事前準備画像およびその前の事
前準備画像について目の近傍の差分が所定の設定値より大きい顔エリアは前記発光が眼鏡
で反射したものと判断し、全押下時に前記発光手段を駆動しないようにしてもよい。
【００１１】
　本発明によればまた、被写界を撮像して該被写界を表す画像信号を生成する撮像手段と
、半押下により事前準備画像の撮影を指示し、全押下時に本撮影画像の撮影を指示するシ
ャッタ操作手段とを有するデジタルカメラの撮影方法は、シャッタの半押下により事前準
備画像の撮影を指示する第1の工程と、撮影の指示に基づき撮影対象を事前準備画像とし
て撮影し、事前準備画像データを生成する第2の工程と、生成された事前準備画像データ
を保持する第3の工程と、保持された事前準備画像データにおいて人物の顔を認識して顔
エリアとして特定し、顔エリア毎に顔エリア識別データを付与する第4の工程と、現時点
に直近の時点での事前準備画像を可視表示する第5の工程と、事前準備画像のうち直近時
点での事前準備画像における顔エリアと一つ前の時点での事前準備画像における対応する
顔エリアと比較し、両者の差分を算出する第6の工程と、前記差分が実質的にゼロの場合
、当該顔エリアは固定物であると判定して顔エリアの選択から除外し、前記差分がゼロで
ない場合は、前記特定された顔エリアを選択された顔エリアとする第7の工程と、表示さ
れた直近の事前準備画像において前記選択された顔エリアを強調表示する第8の工程と、
選択された顔エリアを基に最適な露光値および最適な合焦値を算出する第9の工程と、シ
ャッタ操作手段の全押下時に最適な露光値および最適な合焦値で前記被写界を本撮影する
第10の工程とを含む。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のデジタルカメラによれば、操作者は撮影したい人物などの被写体を表示画面上
から自由に選択することが可能であり、この選択された人物などの被写体に応じて露光や
焦点合せを自動的に行う。このため、選択された人物は明瞭に撮影され、選択されなかっ
た人物や固定物は柔らかに撮影されるため、操作者の意図した撮影が可能となる。
【００１３】
　また、本発明は、撮影したい人物などの被写体を表示画面上から自由に選択し、この選
択された人物などの被写体に応じて露光や焦点合せを自動的に行うことが必要な分野、例
えば、デジタルカメラや携帯電話端末などの自動露光合焦技術が必要な分野において、と
りわけ有利に適用される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　次に、添付図面を参照して、本発明によるデジタルカメラの実施例を詳細に説明する。
ます、本発明によるデジタルカメラの第1の実施例の構成について、図1の構成図および図
２のイメージ図を基に説明する。
【００１５】
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　第1の実施例のデジタルカメラ1は、全体として、撮像部10、画像処理部21、駆動部22、
中央処理部30、操作部40、画像保持部50および画像表示部60を含み、それらが図示のよう
に接続されている。撮像部10と画像処理部21は接続線100により接続され、また、画像処
理部21ないし画像保持部50は内部バス110によって相互に接続されている。
【００１６】
　撮像部10は、レンズや機械シャッタ、絞りなどの光学系機能、および、たとえば電荷結
合デバイスCCDなどの固体撮像デバイスを含む撮像系を有し、中央処理部30からの指示に
基づき駆動部22により駆動されて、撮影対象を事前準備画像または本撮影画像として撮影
し、この撮影画像を画像処理部21に送る。駆動部22は、中央処理部30からの指示に応動し
て、撮像部10を駆動する機能部である。
【００１７】
　画像処理部21は、撮像部10より取り込んでデジタル値に変換された撮影画像データにつ
いて、色補正、階調補正、白バランス調整などの信号処理を行なう画像処理手段である。
取り込んだ画像データは、画像保持部50に送られる。撮像部1、画像処理部21および駆動
部22が撮像手段を形成している。
【００１８】
　画像保持部50は、書換え可能な一時記憶領域を有し、デジタル化された画像データを保
持する画像保持手段である。
【００１９】
　中央処理部30は、制御部31、顔エリア認識部32、差分算出部33、顔エリア選択部34およ
び最適露光焦点算出部35を含み、操作部40からの操作指示に応動して事前準備画像または
本撮影画像の撮影について撮像部10を制御し、また本実施例の特徴である顔エリアの選択
的認識を行う、本装置1の全体動作を統括制御する中央処理手段である。制御部31は、内
部バス110に接続されている各部を制御するとともに、顔エリア認識部32、差分算出部33
、顔エリア選択部34および最適露光焦点算出部35を制御する。
【００２０】
　顔エリア認識部32は、事前準備画像の人物の顔を認識してそれぞれの人物を顔エリアと
して特定する。画像表示部60は、特定した顔エリアを、たとえば図２に示すように、輝度
を強調したり、または矩形表示枠で囲んだりして、強調表示を可視表示する。
【００２１】
　差分算出部33は、事前準備画像のうち直近時点での事前準備画像のそれぞれの顔エリア
と一つ前の時点での事前準備画像とを比較し、つまり時系列上で前後に隣接する２つの画
像のそれぞれの顔エリアとを比較して、両者の差分を算出し、それぞれの差分データとし
て出力する。
【００２２】
　顔エリア選択部34は、差分算出部33が出力する差分データを判定し、差分がゼロの場合
、撮影対象は固定物であると判定し顔エリアの選択から除外する。また、顔エリア判定の
精度を上げるために、顔エリア選択部34は、事前準備画像の顔エリア毎に所定の初期値が
Nである固定物判定値Qを有し、上述の差分データの差分がゼロの場合はQに-1を加算し、
ゼロ以外の場合はQに+1を加算する加算処理を行い、この加算処理を少なくともN周期にわ
たり行い、Qがゼロになった時点で撮影対象は固定物であると判定して顔エリアの選択か
ら除外する機能を有していてもよい。
【００２３】
　デジタルカメラ1ではさらに、ハード的機能として最高認識人数設定値Mを有し、操作者
は、撮影モードの１つとして最高認識人数設定値M以内の数である最大認識人数Pの設定が
可能に構成されている。顔エリア選択部34は、顔エリアの選択数がこの最大認識人数P以
内の数において顔エリアの選択を行う。最適露光焦点算出部35は、選択された顔エリアを
基に最適な露光値、すなわち露光時間*絞り、および最適な合焦値を算出する。さらに、
制御部31は、この算出された最適露光値および合焦値に基づき、駆動部22に対し撮影の指
示を行う。
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【００２４】
　操作部40は、デジタルカメラ1の操作や、撮影モードなどの設定に対するインターフェ
ース機能を有し、シャッタ部41、フラッシュ部42および設定値操作部43からなっている。
シャッタ部41は、操作者が撮影を指示するシャッタ釦（図示せず）を有し、シャッタ釦は
、半押し状態および全押し状態の2段階ストローク操作手段である。シャッタ部41は、シ
ャッタ釦が半押下の時、事前準備画像を撮影するよう、制御部31経由で駆動部22に指示を
出す。また、シャッタ釦が全押下の時、本撮影画像を撮影するよう、制御部31経由で駆動
部22に指示を出す。
【００２５】
　設定値操作部42は、操作者がデジタルカメラ1の設定モードなどの各種設定を行う際の
対応処理を行う。例えば、明るさがある所定値以下になったら撮影時に自動的にフラッシ
ュ発光を行う場合は、設定モードのフラッシュ項目を“自動フラッシュ有り”に設定する
。これらの設定方法は、公知の方法であってもよい。
【００２６】
　フラッシュ部43は、フラッシュ発光体（図示せず）を有し、設定モードのフラッシュ項
目が“フラッシュ発光”モードの場合、シャッタ半押下時にフラッシュ発光を行い、また
、シャッタ全押下時にフラッシュ発光を行う。
【００２７】
　画像表示部60は、スルー画すなわち事前準備画像や本撮影画像の表示を行う映像ディス
プレイ（図示せず）を有し、液晶ディスプレイデバイスなどの一般的なディスプレイ装置
であってもよい。画像表示部60はまた、表示画面上に設定モードの各種設定を行う際の表
示をも行う。画像表示部60はさらに、後述のように、表示画面上をタッチペンで接触する
ことによりタッチペンデータを出力するタッチパネルを有していてもよい。また、表示画
面上をカーソルで指示することによりカーソルデータを出力することができる。
【００２８】
　次に、実施例のデジタルカメラの動作を、図２ないし図５のイメージ図および図６ない
し図８の動作フロー図もあわせて参照し、詳細に説明する。なお、図６ないし図８の動作
フロー図で、一点鎖線で記述されたフロー部分はフラッシュモードが設定されている場合
のフローである。
【００２９】
　先ず、操作者がデジタルカメラ1の電源釦（図示せず）を押下し、またはレンズカバー
（図示せず）を開けるなどすると、カメラ1は主電源が投入される。次に、画像表示部60
の表示画面上に表示された設定モードの各項目の設定を行う（ステップs1）。
【００３０】
　そこで操作者は、デジタルカメラ1を被写体に向けシャッタ釦を半押下する。シャッタ
釦の半押下により操作部40のシャッタ部41は、事前準備段階である旨を中央処理部30に通
知し、中央処理部30は、駆動部22に事前準備画像の撮影を行うよう指示する（s2）。
【００３１】
　駆動部22はこの指示に応動して、撮像部10に事前準備画像の撮影を行うよう指示する。
撮像部10は、事前準備画像の撮影のため予め定められた撮影条件で被写体を撮影し、事前
準備画像の映像信号を生成する。この映像信号は、デジタル値に変換されて、画像処理部
21に送られる。
【００３２】
　画像処理部21は、受けた事前準備画像データに必要な画像処理を行ない、これを画像保
持部50に保持させる（s3）。画像保持部50は、この事前準備画像を保持する(s4)。さらに
、画像保持部50は、中央処理部30に事前準備画像の保持完了通知を行う。これとともに、
事前準備画像は、画像表示部60に送られ、そのモニタ画面に、いわゆるスルー画として可
視表示される。中央処理部30の制御部31は、保持完了通知を受信すると、顔エリア認識部
32に対し、事前準備画像における人物の絵柄を認識し顔エリアとして特定するよう指示す
る。
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【００３３】
　顔エリア認識部32は、この指示を受け事前準備画像の人物を認識し、人物と認識した絵
柄を顔エリアとして特定し、特定完了を制御部31に通知する(s5)。人物部分の認識は、肌
色識別などの、公知の方法でよい。人物特定完了通知に応動して制御部31は、内部バス11
0を経由して画像表示部60に対し、モニタ画面に表示する事前準備画像のうち特定された
顔エリアのみを、たとえば輝度を強調するなどの識別表示をするよう指示する。
【００３４】
　画像表示部60には、画像処理部21から事前準備画像のデータを受けて、これを表示画面
にスルー画として動画表示している。上述の識別表示の指示を受けて画像表示部60は、事
前準備画像のうち特定された顔エリアのみを輝度を強調して表示する(s6)。本実施例では
、特定された顔エリアのみを輝度を強調して表示するようにしているが、事前準備画像の
うち特定された顔エリアのみが操作者にわかるような他の方法、例えば、顔エリアの外枠
を線で囲んだり、または外枠を点滅させたり、輝度反転させるなどの方法で、強調して表
示してもよい。この様子を図２に示す。
【００３５】
　制御部31はさらに、差分算出部33に対し顔エリアの差分を算出するよう指示する。差分
算出部33は、事前準備画像のうち、直近の認識時点での事前準備画像におけるそれぞれの
顔エリアと一つ前の認識時点での事前準備画像における対応する顔エリアとを比較して、
両者についてそれぞれの差分を算出し、それぞれの差分データとして出力するとともに、
差分算出完了を制御部31に通知する(s7)。
【００３６】
　これを受けて制御部31は、顔エリア選択部34に対し顔エリアの選択を行うよう指示する
。この指示を受けて顔エリア選択部34は、差分データを判定して、差分がゼロ、または実
質的にゼロに近い場合、その顔エリアは銅像やポスターなどの固定物であると判定して顔
エリアの選択から除外する。このようすを図３に例示する。差分が実質的にゼロ以外の場
合は、特定された顔エリアを選択された顔エリアとする(ステップs8～s10)。
【００３７】
　また、撮影モードの最大認識人数の設定値がPとして設定されている場合(s11)、顔エリ
アの選択を設定値P以内で行う(s11a)。撮影モードの最大認識人数の設定がなされていな
い場合は、顔エリアの選択をデジタルカメラ1のハード機能が有する最高認識人数M以内で
行う(s12)。
【００３８】
　顔エリア選択部34は、顔エリアの選択が完了すれば制御部31に通知する。これを受けて
制御部31は、内部バス110を経由して画像表示部60に対し事前準備画像のうち選択された
顔エリアのみを輝度を強調して表示するよう指示する。この指示を受けて画像表示部60は
、事前準備画像のうち選択された顔エリアのみを輝度を強調して表示する（s13）。本実
施例では、選択された顔エリアのみを輝度を強調して表示するが、事前準備画像のうち選
択された顔エリアのみが操作者にわかるような他の方法、例えば、顔エリアの外枠を線で
囲むなどして、強調表示してもよい。
【００３９】
　ところで、顔エリア判定の精度を上げるために、顔エリア選択部34は、事前準備画像の
顔エリア毎に固定物判定値Qを有しているが、差分データの差分がゼロの場合はQに-1を加
算し、すなわち1を減算する。また、ゼロ以外の場合はQに+1を加算する。この加算処理は
、少なくともN周期にわたって行われる。結果値Qがゼロになると、その撮影対象は固定物
であると判定し、顔エリアの選択から除外する。こうすることにより、本来選択したい人
物であるが、たまたま2周期にわたって動きがなかったとき、例えば、目の瞬きがなかっ
た場合など、そうでなければ固定物と誤判定されて誤差が生じてしまうであろう事態を防
止することができる。
【００４０】
　次に、制御部31は、最適露光焦点算出部35に対し最適な露光値および合焦値を算出する
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よう指示する。この指示を受けて最適露光焦点算出部35は、選択された顔エリアを中心に
して、最適な露光値、すなわち露光時間と絞り、および最適な合焦値を算出して、最適露
光・焦点算出の完了を制御部31に通知する（s14）。
【００４１】
　これに応動して制御部31は、撮像部10に対し最適な露光値および合焦値に基づき、絞り
を制御し合焦動作を行うよう指示する。この指示を受けて撮像部10は、物理的に絞りを調
節し、合焦動作を行い、本撮影に備えるとともに、準備完了を制御部31に通知する（s15
）。これを受けて制御部31は、本撮影の待機状態にはいる。
【００４２】
　そこで操作者は、本撮影のためシャッタを全押下すると、操作部40のシャッタ部41から
シャッタ全押下の通知が中央処理部30の制御部31になされる（s16）。これに応動して制
御部31は、本撮影の待機状態を解くとともに、本撮影を指示し、算出した最適露光時間で
撮像部10を駆動する。撮像部10は、本撮影を行うと、この撮影画像は、デジタル変換され
て本撮影画像データとして画像処理部21に送られる。画像処理部21は、受けたこの本撮影
画像のデジタルデータについて、色補正や階調補正、白バランス調整などの信号処理を行
なって、内部バス110および制御部31を経由して画像保持部50に送る（s17）。画像保持部
50は、受けた本撮影画像を保持し、この後、本撮影画像保持完了を制御部31に通知する（
s18）。
【００４３】
　なお、撮影モードの設定がフラッシュ発光モードに設定されている場合（s2a）、シャ
ッタが半押下された時、シャッタ部41はフラッシュ部43にフラッシュ発光を行うよう指示
するとともに、制御部31は、撮像部10に対しこのフラッシュ発光と同期して撮影するよう
指示する（s2b）。撮像部10は、撮影対象を直近の事前準備画像として撮影し（s3）、デ
ジタル変換された事前準備画像データは、画像保持部50に保持される（s4）。これを基に
差分算出部33は、上述の差分を算出するが、一般に、人物などは、フラッシュ発光により
目を瞬きするなどのため、差分が検出されやすい。本実施例では、この性質を利用して、
差分の生じた顔エリアは、正しく人物であると認識し、銅像やポスターなどの人物映像と
の誤認識する危険性を少なくしている。このようすを図４に例示している。
【００４４】
　本番撮影、すなわちシャッタ全押下時も同様に、シャッタ部41はフラッシュ部43にフラ
ッシュ発光を行うよう指示するとともに、制御部31は、撮像部10に対し、このフラッシュ
発光と同期して撮影するよう指示する（s16ｃ）。これによって撮像部10は、撮影対象を
直近の本撮影画像として撮影し（s17）、デジタル変換された本撮影画像データは、画像
処理部21を経て画像保持部50に保持される（s18）。
【００４５】
　本実施例ではこのように、撮影モードの設定がフラッシュ発光モードに設定されている
場合、シャッタ半押下時にフラッシュ部43はフラッシュ発光を行い、このフラッシュ発光
と同期して撮像部10で撮影対象を直近の事前準備画像として撮影し、この画像処理部21は
デジタル化した事前準備画像として出力する。そこで、差分算出部33は、いずれかの顔エ
リアにおいて目と認識される可能性のある絵柄の近傍で、上述の差分データが所定の設定
値より大きい場合は（s8a）、その発光が眼鏡のレンズに反射したものと判断する。そこ
で、制御部31は、“シャッタ全押下時にフラッシュ発光不要”と決定する（s8ｂ）。シャ
ッタが全押しされると、制御部31は、この発光不要情報をチェックし（s16ｂ）、発光不
要情報が設定されていれば、フラッシュ発光なしで撮影対象を本撮影画像として撮影する
（s17）。この様子を図５に示す。
【００４６】
　次に、本発明によるデジタルカメラ1の他の実施例、すなわち第２の実施例の構成につ
いて図９の構成図を基に説明する。同様の構成要素は、同じ参照符号で示し、反復説明を
避ける。第２の実施例の構成は、図９に示すように、図１に示す第1の実施例の構成に比
して、差分算出部33が削除され、タッチペン部70が追加された構成になっている。タッチ
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ペン部70は、タッチペン機能を制御し、画像表示部60の表示画面上をタッチペン72（図10
）で接触することにより画像表示部60と協働してタッチペンデータを出力する機能を有す
る。
【００４７】
　顔エリア選択部34の機能は、この実施例では、2つの顔エリアの差分を算出するのでは
なく、タッチペンで接触した顔エリアを、特定された顔エリアから削除してこれを選択さ
れた顔エリアとするものである（図１０）。または、タッチペンで接触した顔エリアを、
特定された顔エリアとして選択するように構成してもよい (図１１)。
【００４８】
　第２の実施例のデジタルカメラ1の動作、図９の構成図とともに、図１０、図１１のイ
メージ図および図１２、図１３の動作フロー図もあわせて参照し、説明する。
【００４９】
　第２の実施例の動作は、第1の実施例の動作に比して、フラッシュ関連堂災害について
は、顔エリアの選択方法が異なる。より詳細には、第1の実施例は、顔エリア認識部32に
おいて、事前準備画像の人物を認識し顔エリアとして特定し(s5)、画像表示部60は特定さ
れた顔エリアを強調表示する(s6)。第２の実施例でも同様に、顔エリア認識部32において
、事前準備画像の人物を認識して顔エリアとして特定する(s52)。画像表示部60は、表示
画面上の事前準備画像のうち特定された顔エリアにのみ顔エリア識別データを付与し、さ
らに輝度を強調して表示する(s62)。この後、操作者が表示画面上の強調表示された顔エ
リアのうち、所望のものをタッチペンで接触する。これにより、タッチペン部70は、画像
表示部60および顔エリア認識部32と協働して、タッチペンで接触された当該顔エリアを特
定する顔エリア識別データを含むタッチペンデータを出力する(s72)。この後、顔エリア
選択部34は、図１０に示す例では、タッチペンデータから、すなわち顔エリア識別データ
から当該顔エリアを顔エリアの選択から除外する。または、顔エリア選択部34は、図１１
に示す例では、顔エリア識別データに対応する顔エリアを所望の顔エリアとして選択する
。
【００５０】
　次に、本発明によるデジタルカメラ1のさらに他の実施例、すなわち第３の実施例の構
成について図１４に示す構成を基に説明する。第３の実施例の構成は、図１４から分かる
ように、第1の実施例の構成に比して、差分算出部33が削除され、カーソル部80が追加さ
れた構成になっている。カーソル部80は、画像表示部60に表示されるカーソルを制御し、
表示画面上をカーソルで指示することにより画像表示部60と協働してカーソルデータを出
力する機能を有する。
【００５１】
　顔エリア選択部34の機能は、前述のように2つの顔エリアの差分を算出するのではなく
、カーソルで指示した顔エリアを、特定された顔エリアから削除して、これを、撮影基準
とする対象顔エリアから除外するものである。勿論、カーソルで指示した顔エリアを所望
の撮影基準とする対象顔エリアとして選択するように構成してもよい。
【００５２】
　この第３の実施例によるデジタルカメラ1は、以下のように動作する。図１５および図
１６は、図１４に示す構成の第３の実施例の動作フロー図である。第３の実施例の動作は
、第1の実施例の動作に比して、フラッシュ関連動作以外については、顔エリアの選択方
法が異なっている。より詳細には、第1の実施例は、顔エリア認識部32において、事前準
備画像の人物を認識し、顔エリアとして特定する(s5)。第３の実施例は、第１および第２
の実施例と同様に、顔エリア認識部32において、事前準備画像の人物を認識して顔エリア
として特定し(s53)、画像表示部60は、表示画面上の事前準備画像のうち特定された顔エ
リアにのみ顔エリア識別データを付与して強調表示する(s63)。
【００５３】
　この後、第３の実施例は、操作者が表示画面上の強調表示された顔エリアをカーソル操
作によって指示することにより、カーソル部80は、画像表示部60および顔エリア認識部32
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と協働して、このカーソル指示された顔エリアを特定する顔エリア識別データを含むカー
ソルデータを出力する(s73)。さらに、顔エリア選択部34は、カーソルデータから、すな
わち顔エリア識別データから当該顔エリアを撮影基準対象の顔エリアの選択から除外する
(s83)。または、顔エリア識別データで特定された顔エリアを撮影基準対象顔エリアに選
択する。
【００５４】
　さらに、第４の実施例のデジタルカメラ1の構成を図１７を参照して、説明する。第４
の実施例の構成は、図１７に示すように、図1の第1の実施例の構成に比して、これまでの
ように差分算出部33が削除されているが、音声認識部90が追加された構成になっている。
また、画像表示部60は、画像表示部60の表示画面上において、各顔エリアに、たとえば番
号またはアルファベット、記号などの顔エリア識別データを付記して表示する(図１８)機
能を有している。
【００５５】
　音声認識部90は、操作者が発する音声を集音するマイクロフォン（図示せず）を有し、
操作者の音声を認識して、その内容に対応する音声認識データを出力する機能を有する。
また、顔エリア選択部34は、前述のように時系列上の２つの顔エリアの差分を算出するの
ではなく、表示画面上において顔エリア識別データの付与された領域のうちの所望のもの
の番号またはアルファベットなどを操作者が読み上げ、読み上げ音声認識された顔エリア
識別データに対応した顔エリアを、特定された顔エリアから削除して、これを選択対象か
ら除外するものである(図１８)。勿論、音声認識された顔エリア識別データに対応した顔
エリアを撮影基準対象に特定する顔エリアとして選択するように構成してもよい。
【００５６】
　第４の実施例のデジタルカメラ1は、次のように動作する。図１８は、音声認識によっ
て顔エリアを選択または除外する様子を示すイメージ図、図１９および図２０はその動作
フロー図である。
【００５７】
　第４の実施例の動作は、第1の実施例の動作に比して、フラッシュ関連以外については
、顔エリアの選択方法が異なっている。すなわち、第１ないし第３の実施例と同様に、顔
エリア認識部32において、事前準備画像の人物を認識し顔エリアとして特定し(s5)、画像
表示部60は特定された顔エリアのみを強調して表示する(s6)。顔エリア認識部32において
、事前準備画像の人物を認識して顔エリアとして特定する。
【００５８】
　そこで第４の実施例は、さらに顔エリア毎に顔エリア識別データを付与し(s54)、画像
表示部60は、表示画面上の事前準備画像のうち特定された顔エリアにのみ顔エリア識別デ
ータを付与(図１８)して強調表示する(s64)。そこで操作者は、選択したい顔エリアに付
与されている顔エリア識別データを声を出して読み上げる。音声認識部90は、この音声を
認識して、それに対応する顔エリア識別データを含む音声認識データを出力する(s74)。
顔エリア選択部34は、その顔エリア識別データに対応する顔エリアを撮影基準対象の顔エ
リアから除外する(s84)。この様子を図１８に示す。なお、当該顔エリア識別データに対
応する顔エリアを撮影基準対象の顔エリアとして選択してもよい。図示の例では、領域番
号２、４、５が読み上げられ、対象領域とされている。
【００５９】
　最後に、デジタルカメラ1の第５の実施例の構成を図２１を参照して説明する。第５の
実施例の構成は、図２１に示すように、図1の第1の実施例の構成に比して差分算出部33が
削除され、タッチペン部70、カーソル部80および音声認識部90のいずれか、またはそれら
のすべてが追加された構成になっている。
【００６０】
　画像表示部60は、第1の実施例ないし第４の実施例の機能を有するとともに、さらに、
以下の機能を有している。すなわち、図２２に示すように、画像表示部60の表示画面を複
数の区分領域として表示し、あわせて各区分領域に区分領域識別データを付記して表示す
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る。操作者は、表示された区分領域のうちの所望の領域をタッチペンで接触するか、カー
ソルで指示するか、またはその区分領域の識別データを音声で読み上げるかなどのいずれ
かの方法で、特定の区分領域を指定する。同図に示す例では、この指定された区分領域を
グレーで表示している。この領域62内に存在する顔エリアを、選択された顔エリアまたは
選択から除外する顔エリアとする。画像表示部60はまた、表示画面上において設定モード
の各種設定を行う際の表示をも行う。画像表示部60はさらに、表示画面上をタッチペンで
接触することによりタッチペン部70と協働してタッチペンデータを出力する。また、表示
画面上をカーソルで指示することによりカーソル部80と協働してカーソルデータを出力す
る。
【００６１】
　第５の実施例のデジタルカメラ1の動作は、以下の通りである。図２３および図２４は
、この動作を示すフロー図である。
【００６２】
　第５の実施例の動作は、第1の実施例ないし4の動作に比して、やはりフラッシュ関連以
外は、顔エリアの選択方法が異なっている。第５の実施例においては、顔エリア認識部32
は、事前準備画像の人物の顔を認識してそれぞれの顔エリアとして特定するとともに、そ
の特定した顔エリアが、複数の領域に区分された表示画面におけるどの区分領域に存在す
るかを示す、少なくとも１ケの区分領域識別データを、その特定した顔エリアに付与する
(s55)。
【００６３】
　画像表示部60はまた、図２２に示すように、特定された顔エリアのみを強調表示すると
ともに、表示画面を複数の区分領域として表示し、あわせて各区分領域に区分領域識別デ
ータを付記して表示する(s65)。操作者は、所望の区分領域をタッチペンで接触するか(s7
5)、カーソルで指示するか(s95)、その区分領域の識別データを音声で読み上げるか(s115
)のいずれかの方法で、所望の区分領域を指定する。
【００６４】
　操作者が表示画面の区分領域をタッチペンで接触した場合、タッチペン部70は区分領域
の区分領域識別データをタッチペンデータとして出力する(s85)。また、操作者が表示画
面の区分領域をカーソルで指示した場合、カーソル部80は区分領域の区分領域識別データ
をカーソルデータとして出力する(s105)。また、操作者が表示画面の区分領域データを音
声で読み上げた場合、音声認識部90は区分領域の区分領域識別データを音声認識データと
して出力する(s125)。
【００６５】
　顔エリア選択部34は、このようなタッチペンデータ、カーソルデータまたは音声認識デ
ータ、すなわち区分領域識別データから当該区分領域内に存在する顔エリアを顔エリアの
選択から除外する(s135)。または、区分領域識別データの指定する区分領域内に存在する
顔エリアを撮影対象基準となる顔エリアとして選択する。
【００６６】
　以上、本発明の様々な実施例を説明したが、これらは様々な効果がある。第1の実施例
は、2つの時点での顔エリアの差分を検出して、例えば、目の瞬きなどの動きがある場合
は差分が検出され、ポスターや銅像などは差分が検出されないという性質を利用して、時
系列上で近接する2つの事前撮影画像の差分がゼロまたは実質的にそれに近い場合は、ポ
スターや銅像などの固定物と判断し、顔エリアの選択から除外する。したがって、人物以
外の物を顔エリアとして選択してしまう誤動作を少なくすることができる。
【００６７】
　しかし、人または場合によっては2つの時点で動きがない、すなわち差分がゼロことも
あるので、誤って固定物と判断され顔エリアの選択から除外される誤動作が生じ可能性も
ないではない。これを防ぐため、実施例では、顔エリアの差分の検出を複数回にわたって
行なう。例えば、上述の差分を検出して、差分がゼロの場合は、初期値Nである値Qに対し
て-1の加算をし、差分がゼロ以外の場合は+1の加算を行い、これを所定の周期にわたって
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行い、結果値Qがゼロになった時点で当該顔エリアを固定物と判断し、これによって顔エ
リアの選択から除外することにより、人物の誤認識を少なくすることができる。
【００６８】
　さらに、シャッタ半押下時にフラッシュ発光を行い、これによって人物が目を瞬くなど
の動きを誘発させて、差分の検出をしやすくするようにもしている。こうすることにより
、人物の誤認識を、さらに少なくすることができる。実施例は、フラッシュ発光などの可
視的手段によっていたが、ビープ音を発生させるなど、聴覚的手段によってもよい。
【００６９】
　また、準備撮像段階におけるフラッシュ発光によって目の近傍での差分データが所定の
値を超えるような場合、眼鏡によるフラッシュ光の反射によるものと判断し、シャッタ全
押下にフラッシュ発光を禁止して本撮影を行うようにしている。これにより、眼鏡の反射
を防いだ写真を撮影できる。
【００７０】
　第２の実施例は、表示画面上の顔エリアをタッチペンで接触して顔エリアを選択または
除外するものである。また、第３の実施例は、この表示画面上の顔エリアの選択または除
外をカーソルで指示するものである。第４の実施例は、表示画面上の顔エリアに付記され
ている顔エリア識別データを操作者が音声で読み上げて、顔エリアを選択または除外する
ものである。また、第５の実施例は、表示画面上を区分領域に区分し、区分領域毎に区分
領域識別データが付記されて表示され、この区分領域識別データを、たとえば操作者の音
声認識で識別することにより、区分領域内の顔エリアを選択または除外）する。これらに
より操作者は、自由に顔エリアを選択できる。
【００７１】
　これらの実施例では、操作者が撮影モードの１つとして最高認識人数M以内の数で最大
認識人数Pを設定し、顔エリアの選択数はこの最大認識人数P以内の数で可能である。これ
により、あらかじめ撮影したい人数が決まっている場合、この人数以上に顔エリアの選択
数が増えてしまうことがない。したがって操作者は、意図する人物に対してのみ、顔認識
を行わせることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明によるデジタルカメラの第1の実施例の構成を示す構成ブロック図である
。
【図２】本発明によるデジタルカメラの顔エリアを特定するイメージ図である。
【図３】本発明によるデジタルカメラの誤認識した顔エリアを除外するイメージ図である
。
【図４】本発明によるデジタルカメラの発光による誤認識した顔エリアを除外するイメー
ジ図である。
【図５】本発明によるデジタルカメラの眼鏡による発光の反射を説明するイメージ図であ
る。
【図６】第1の実施例の動作フローを示す動作フロー図である。
【図７】第1の実施例の動作フローを示す動作フロー図（続き）である。
【図８】第1の実施例の動作フローを示す動作フロー図（続き）である。
【図９】本発明によるデジタルカメラの第２の実施例の構成を示す構成ブロック図である
。
【図１０】第2の実施例においてタッチペンによる顔エリアを除外するイメージ図である
。
【図１１】第2の実施例におけるタッチペンによる顔エリアの選択のイメージ図である。
【図１２】第２の実施例の動作フローを示す動作フロー図である。
【図１３】第２の実施例の動作フローを示す動作フロー図（続き）である。
【図１４】本発明によるデジタルカメラの第３の実施例の構成を示す構成ブロック図であ
る。
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【図１５】第３の実施例の動作フローを示す動作フロー図である。
【図１６】第３の実施例の動作フローを示す動作フロー図（続き）である。
【図１７】本発明によるデジタルカメラの第４の実施例の構成を示す構成ブロック図であ
る。
【図１８】第2の実施例における音声認識による顔エリアの選択のイメージ図である。
【図１９】本発明によるデジタルカメラの第４の実施例の動作フローを示す動作フロー図
である。
【図２０】本発明によるデジタルカメラの第４の実施例の動作フロー(続き）を示す動作
フロー図である。
【図２１】本発明によるデジタルカメラの第５の実施例の構成を示す構成ブロック図であ
る。
【図２２】第5の実施例における区分領域の指定による顔エリアの選択のイメージ図であ
る。
【図２３】第５の実施例の動作フローを示す動作フロー図である。
【図２４】第５の実施例の動作フローを示す動作フロー図(続き）である。
【符号の説明】
【００７３】
　1　デジタルカメラ
　10　撮像部
　21　画像処理部
　22　駆動部
　30　中央処理部
　31　制御部
　32　顔エリア認識部
　33　差分算出部
　34　顔エリア選択部
　35　最適露光焦点算出部
　40　操作部
　41　シャッタ部
　42　設定値操作部
　43　フラッシュ部
　50　画像保持部
　60　画像表示部
　70　タッチペン部
　80　カーソル部
　90　音声認識部
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【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】
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【図２４】
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